
 

 

 

 

 

 

 １２月に入り、寒さが身にしみる季節になりました。今年も残すところあと１０日あまりです。冬休みは

行事などでいつもと違う生活リズムや食生活になることもありますが、体調を崩さないように規則正しい生

活と食事を心がけて元気に過ごしましょう。 

  

 

★★★ 知っていますか おせち料理の意味 ★★★ 
 「おせち」とは、もともと季節の変わり目の節日（せちにち）に食べた料理ですが、今ではお正月に 

食べるお祝い料理をさします。それぞれの料理には、新しい年がよい年になるよう、さまざまな願いが 

込められています。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 １ ２ 月 号 

伊佐学校給食共同調理場 

 

お う ち の 方 と い っ し ょ に 読 み ま し ょ う 毎月 19日は 

「食育の日」 

○給食では、

1 月 10 日

（水）に、 

お正月献立が

登場します。 



 

                     

 

 １２月１３日（水）は、美祢市の全ての小中学生が同じメニューを食べる 

「第２回目 美祢市内統一献立の日」でした。 

鶏のカリカリ揚げに使っている衣は、なんと大麦の粉（おおむぎこ）です。 

いつもより香ばしく、食感の違いも味わえたのではないでしょうか？ 

麦ごはんの麦も豆乳みそ汁の麦みそも、大麦粉と同じ県内産の麦から作られ 

ています。 

この日使った「大麦粉・はくさい・ 

生しいたけ」JAさんより無償で提供 

していただきました。 

  

 

 

  

美味しくいただきました！  

牛乳・麦ごはん・鶏のカリカリ揚げ 

・豆乳みそ汁・ゆず吉和え 

給食の量について 

伊佐小 6 年生 給食時間の様子 

 個人差はありますが、中学校の 3年間は、体が大きくなる成長期と呼ばれる期間のまっただ中です。

この期間は、食事から必要となるエネルギーの量がとても多くなります。給食の量も小学校と比べると

ずいぶん多く感じるはずです。中学生に必要な食事の量をしっかりととってほしいです。 

 しかし、成長期の期間にも個人差があるように、必要なエネルギーや食べる量にも個人差があります。 

あまり食べられない人も、まずは下の写真に書いてある量を目標に食べてほしいと思います。 

学級に掲示用で作成したプリントの内容です。 

目安の量は、小学校（大人）が食べる量を基準に作成しました。 


